











































学 籍 番 号：1221072003 
氏     名： 金   萍 




第一章 研究の動機、目的及びアプローチ ......................................... 1 
1.1 はじめに ................................................................ 1 
1.2 研究動機 ................................................................ 2 
1.3 “是……VO 的”文と“是……V 的 O”文に関する問題点 .................... 3 
1.4 本研究の目的 ............................................................ 6 
1.5 考察対象 ................................................................ 6 
1.6 本研究の構成 ............................................................ 7 
第二章 “(是)……VO 的”文と“(是)……V 的 O”文の歴史的変遷 ................... 9 
2.1  はじめに ................................................................ 9 
2.2  唐代・五代・宋代 ........................................................ 9 
2.2.1 使用テキスト ........................................................ 9 
2.2.2 唐代(618~907 年) ................................................... 10 
2.2.3 五代(907~960 年) ................................................... 11 
2.2.4 宋代(960~1279 年) .................................................. 12 
2.3 元代・明代・清代及び五四運動以降 ....................................... 14 
2.3.1 使用テキスト及び考察項目 ........................................... 14 
2.3.2 先行研究 ........................................................... 16 
2.3.3 元代(1271~1368 年) ................................................. 21 
2.3.4 明代(1368~1644 年) ................................................. 28 
2.3.5 清代(1644~1912 年) ................................................. 35 
2.3.6 五四運動以降(1919 年~) ............................................. 42 
2.4 第二章の結び ........................................................... 49 
第三章 現代北京語における“(是)……VO 的”文と“(是)……V 的 O”文 ............ 54 
3.1 はじめに ............................................................... 54 
3.2 北京語口語作品 ......................................................... 54 
3.2.1 使用テキスト ....................................................... 54 
ii 
 
3.2.2 北京語口語作品について ............................................. 55 
3.3 北京語談話資料 ......................................................... 64 
3.3.1 使用テキスト ....................................................... 64 
3.3.2 談話資料について ................................................... 65 
3.3.3 使用頻度の高い動目構造について ..................................... 75 
3.4 第三章の結び ........................................................... 77 
第四章 “(是)……VO 的”文と“(是)……V 的 O”文の構文的機能をめぐって ........ 80 
4.1 はじめに ............................................................... 80 
4.2 先行形式との関係による考察 ............................................. 81 
4.2.1 “(是)……VO 的”文の場合 .......................................... 82 
4.2.2 “(是)……V 的 O”文の場合 .......................................... 83 
4.3 照応形式との関係による考察 ............................................. 86 
4.3.1 “(是)……VO 的”文の場合 .......................................... 86 
4.3.2 “(是)……V 的 O”文の場合 .......................................... 89 
4.4 第四章の結び ........................................................... 90 
第五章 結章 ................................................................. 93 
参考文献 ..................................................................... 97 


































































  (1-5)我是历来主张军队要艰苦奋斗，要成为模范的。 
    （軍隊は刻苦勉励、人の範たらねばならないと私はかねてから主張しておる。） 
  
  (1-6)张思德同志是为人民的利益而死的，他的死是比泰山还要重的。   
    （張思徳同志は人民の利益のために死んだのであり、彼の死は泰山より更に重い。 
                                (刘月华 2001:771) 



























   （彼は北京大学で哲学を勉強していたのだ。） 
        b.他是在北大学的哲学。 
（彼は北京大学で哲学を勉強していたのだ。） 
 
  (1-8) a.你怎么搞家务的？  
（あなたは＜普段＞家事をどうこなしているか？） 
    （あなたは＜過去の一時点＞家事をどうこなしていたか？）  










有する可能性もある。そこで、“是……VO 的”文と“是……V 的 O”文の意味機能を整理
することによって、両形式の異同を見直すことができるのではないかという問題意識が、本
研究の出発点である。次節では、従来の研究が“是……VO 的”文と“是……V 的 O”文を
どのように捉えてきたのかを概観する。 
 
1.3 “是……VO的”文と“是……V的 O”文に関する問題点 
 従来の研究では、“是……VO 的”文と“是……V 的 O”文の形式的な側面や意味的な側
面から、多種多様な考察が行われてきた。中でも、(1)“是……V 的 O”文は“是……VO 的”












(1)“是……V 的 O”文と“是……VO 的”文の共時的派生関係と歴史的起源 













ようとする力に勝った結果、“是……V 的 O”文によって表されているということになる。 
以上の諸説は、共時的な研究であり、“是……VO 的”文から“是……V 的 O”文への転
換を共時的な派生として解釈していると思われる。 
一方、“是……的”文の通時的な研究を行なった龙海平・肖小平(2009、2011、2012)及び
刘敏芝(2008)は、歴史的に“是……V 的 O”文が“是……VO 的”文より先に形成されたと
主張している。龙海平・肖小平（2012:26）は、次のように述べている。 
   
我们发现从元明时期一直到现代，“(是)SVO 的”句式一直未能像其他“(是)……的”
类句式一样演化成为成熟的句式。与此形成对照的是，“(NP)是 SV 的 O”句式肇始于
宋代，在元明时期大量出现并发展成熟。认为“(是)SVO 的”句式通过“的”的前移形成
“(NP)是 SV 的 O”句式，显然忽略了这两种句式在汉语发展史中的历时演变顺序。 
[元代・明代から現代に至るまで、“(是)SVO 的”文は、ほかの“(是)……的”类型の構
文ほど成熟な構文として成り立っていなかった。これとは対照的に、“(NP)是 SV 的
O”文は宋代から現れる。“(是)SVO 的”構文が“的”の前移によって“(NP)是 SV 的
O”構文になったという考えは、明らかに漢語発展史におけるこの二つの構文の通時的
                                                   
4 朱德熙(1978)は、“的”構造の判断句を S1:M+是+DJ 的、S2:DJ 的+是+M、S3:是
























一方、牧野（1996）は、“是……VO 的”文と“是……V 的 O”文の違いについて、認知
的な視点から分析を試みている5。牧野は、両形式の意味構造について、“是……VO 的”文












                                                   






















本研究において、研究対象の“是……VO 的”文と“是……V 的 O”文を判別するため
の条件として、以下の 3 つを挙げる。 
(1)必ず已然義を表す。 
(2)主語と目的語は対等関係ではない。(“是……V 的 O”文) 
(3)目的語を“的”の後に移動させることが可能である。( “是……VO 的”文) 
 
これら 3 つの条件とした根拠は、以下の通りである。 








                                                   
6 「中国哲学书电子化计划」http://ctext.org/library.pl?if=gb&page=2&remap=gb 































と(是)……V 的 O”文と表記する8。 
 
1.6 本研究の構成 














……VO 的”文、“(是)……V 的 O”文が先行形式である場合、それによって提供された情































第二章 “(是)……VO的”文と“(是)……V的 O”文の歴史的変遷 
 
2.1  はじめに 














类句式一样演化成为成熟的句式。与此形成对照的是，“(NP)是 SV 的 O”句式肇始于
宋代，在元明时期大量出现并发展成熟。认为“(是)SVO 的”句式通过“的”的前移形成
“(NP)是 SV 的 O”句式，显然忽略了这两种句式在汉语发展史中的历时演变顺序。 
[元代・明代から現代に至るまで、“(是)SVO 的”文は、ほかの“(是)……的”类型の構
文ほど成熟な構文として成り立っていなかった。これとは対照的に、“(NP)是 SV 的






















   《敦煌变文集新书》（潘重規編著，1994） 
 
五代については、《旧唐书》、《祖堂集》を取り上げる。 






























































   （下線部訳：これはみんなのためなのだ。） 
 
是+V+底+N 
 (2-5) 云：“如何是悟底事？”師云：“悟人即委。” 
   （下線部訳：悟るとは如何なるものか？） 
12 
 
 (2-6) 你去東邊子細看，石頭上坐底僧，若是昨來底后生，便喚他。 















  (2-9) 師以手拈來，分破一片，与仰山。仰山不受云：“此是和尚感得底物。”師云：“雖
然如此，理通同規。”仰山危手接得了，便禮謝喫。 



























 例文(2-11)は“无寸”と“有寸”を強調する文であり、S と N とは対等なものではない。 


























                                                   
14原文「我们发现在《五灯会元》中已经出现了类似现代汉语的“我是昨天进的城”的句
式，强调已发生的动作的方式，但只有 1 例。」 
14 
 
も“(是) ⋯⋯V 的 N”構造の強調文であると判断できる。 


































                                                   
15 「中国哲学书电子化计划」http://ctext.org/library.pl?if=gb&page=2&remap=gb    
15 
 
  元代：《西厢记》（〔元〕王实甫撰，《暖红室汇刻传奇》本） 
     《琵琶记》（〔元〕高明撰，《暖红室汇刻传奇》本） 
     《西游记戏文》（〔元〕杨景贤撰） 
     《元曲选》（〔明〕臧晋叔撰） 






























                                                   















   在事态句 S2：“(是)S+(是)Ad+V+O+的”中，一方面是焦点落在“(是)……的”结构所






















                                                   

















文を挙げている(张和友 2012：112 より)。 
 
(2-17)a.小王是在西单买的车。 
    （王ちゃんは西単で車を買ったのだ。） 
     b.是小王在西单买的车。 











め、元曲の例を 1 例追加しておきたい。 
 
 (2-18) 〔陈季卿云〕师父。我弟子想来。这三位大仙不消说了。昨日这一个渔翁渡我归





















  私は農村から来た。[場所] 
(2-20)那本教材是 1958 年编写的。（时间） 










  李先生は赤いペンで直したのだ。[道具] 
(2-26)我们是坐公共汽车去的。（方式） 
  私たちはバスに乗って行ったのだ。[方式]         （刘月华 2001:764)   












    原稿は芳蜜さんが私に渡してくれたのだ。[動作主]   
 (2-28)我是真心真意来参军的。（状态） 老舍《无名高地有了名》 
     私は本気で入隊したのだ。[状態] 
 (2-29)我赏给他脸才赊他的。（原因） 老舍《面子问题・第二幕》 
    私は彼の顔を立て、掛け売りしてあげたのだ。[原因] 
 








  a 主语+(是)+状语+动词+的+宾语(下称 a 式) 
   b 主语+(是)+状语+动词+宾语+的(下称 b 式） 
［“是……的”構文においては、目的語の位置に以下の二種類の基本形式があると言え
る。 
 a 主語+(是)+連用修飾語+動詞＋的＋目的語（以下 a 式と呼ぶ） 
  b 主語＋（是）＋連用修飾語＋動詞＋目的語＋的（以下 b式と呼ぶ）］ 
 
a 式句   
单音节动词(不带任何补充成分)所带的宾语，无论是单音节词、双音节词，或者是名















  (2-30)我是在外语学院学的外语。 （《使用现代汉语语法》） 
    （私は外国語学院で外国語を勉強したのだ。） 
  (2-31)你什么时候学的这套本领？ （《青春之歌》） 
    （あなたはいつこの技能を学んだのか？） 
b 式文の例： 
 (2-32)你是怎么认识徐辉的？ （《青春之歌》） 
    （あなたはどのように徐輝と知り合ったのか？） 
   (2-33)你是怎么给间谍机关提供情报的？ （《谌容》）          



















   （私は 1964 年に大学に入ったのだ。） 
(2-35)我是在书店遇见他的。 









以上、先行文献をふまえて、“(是)……VO 的”文と“(是)……V 的 O”文における叙述
の焦点、述語動詞、目的語の特徴を確認した。次節以下では、叙述の焦点、述語動詞の音
節数、音節数による述語動詞と目的語の共起関係、目的語の種類という 4 つの特徴につい





的 O”文しか確認できなかったが、元代から“(是) ⋯⋯VO 的”文も現れる。筆者の調査に
よれば、元代の文献から“(是) ⋯⋯VO 的”文は 27 例、“(是) ⋯⋯V 的 O”文は 23 例確認で
きた。以下では、叙述の焦点をはじめ、述語動詞の音節数、述語動詞の音節数と目的語の音
節数、目的語の種類 4 つの項目の使用状況を示す。 
 
1.叙述の焦点 
ここでは“(是)……VO 的”文と“(是)……V 的 O”文の叙述の焦点がいかなる成分であ
るのかを考察してみたい。以下では、叙述の焦点が動作主、時間、場所、状態、方式とな



























































表 2-1 叙述の焦点 

















時間 該当なし 該当なし 




























表 2-2 叙述の焦点及び頻度 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 合計(割合%) 
動作主 21(64%) 12(36%) 33(100%) 
時間 0 0 0(100%) 
場所 0 2(100%) 2(100%) 
状態 5(71%) 2(29%) 7(100%) 
方式 1(14%) 7(86%) 8(100%) 
合計 27 23 50 
  
叙述の焦点が動作主、状態にある場合では、“(是) ⋯⋯VO 的”文が用いられやすく、それ
ぞれ 21 例(64%)、5 例(71%)を占める。叙述の焦点が場所、方式にある場合では、“(是) ⋯⋯V
的 O”文が用いられやすく、それぞれ 2 例(100%)、7 例(86%)を占める。 
 
2．述語動詞の音節数 

























   
表 2-3 では、“(是) ⋯⋯VO 的”と“(是) ⋯⋯V 的 O”それぞれの述語動詞を示した。 
 
表 2-3 述語動詞の音節数 















表 2-4 は、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文が、単音節動詞、複音節動詞（動
詞句を含む）のいずれを取るか、その頻度をまとめたものである。 
 
表 2-4 述語動詞の音節数と頻度 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 合計(割合%) 
単音節動詞 13(38%) 21(62%) 34(100%) 
複音節動詞 
（動詞句を含む） 
14(88%) 2 (12%) 16 (100%) 
合計 27 23 50 
 
単音節動詞が使われた 34 の例文中、“(是) ⋯⋯VO 的”文に現れたのは 13 例(38%)、
“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れたのは 21 例(62%)あった。つまり、単音節動詞を含む文で
は、“(是) ⋯⋯V 的 O”文が用いられやすいといえる。これに対して、複音節動詞（動詞句
を含む）が使われた 16 例の例文中、“(是) ⋯⋯VO 的”文に現れる例は 14 例(88%)、“(是) 
⋯⋯V 的 O”文に現れる例は 2 例(12%)あった。つまり、複音節動詞を含む文では、“(是) 
⋯⋯VO 的”文が用いられる傾向が強いと見られる。 
その上で、用いられやすい述語動詞はどのような音節の目的語と共起しやすいかについ







 表 2-5 音節数による述語動詞と目的語の共起関係 
述語動詞|25目的
語 



















次の表 2-6 は、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文における動詞と目的語の音節
数に関する共起関係の頻度をまとめたものである。 
 
       表 2-6 音節数による述語動詞と目的語の共起関係及び頻度 
述語動詞|目的語 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 合計(割合%) 
単音節|単音節 12(60%) 8(40%) 20(100%) 
単音節|複音節 1(7%) 13(93%) 14(100%) 
複音節|単音節 9(100%) 0 9(100%) 
複音節|複音節 5(71%) 2(29%) 7(100%) 
合計 27 23 50(100%) 
 
表 2-4 で考察したように、述語動詞が単音節の場合は、一般的に“(是)⋯⋯V 的 O”文を
取り、述語動詞が複音節の場合は一般に“(是)⋯⋯VO 的”文を取るといえる。表 2-5、2-6



























一般名詞の“计策” (策略)が現れる“(是) ⋯⋯V 的 O”文である。 
表 2-7 では、“(是) ⋯⋯VO 的”と“(是) ⋯⋯V 的 O”それぞれの目的語を示す。 
 
表 2-7 目的語の種類 












表 2-8 は、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文が目的語に人称代名詞を取るか、






表 2-8 目的語の種類と頻度 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 合計(割合%) 
人称代名詞 19(100%) 0(0%) 19(100%) 
一般名詞 8(26%) 23(74%) 31(100%) 




そのうち“(是)⋯⋯VO 的”文に現れる例は 8 例(26%)、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れる例は
25 例(74%)あった。つまり、“(是) ⋯⋯V 的 O”文では、一般名詞の目的語が用いられやす
いとわかった。 




れやすい傾向が強く、叙述の焦点が場所、方式にある場合では、“(是) ⋯⋯V 的 O”文が用い
られやすい傾向が強い。（以上表 2-1、表 2-2） 
(2)述語動詞：単音節動詞を含む文では、“(是) ⋯⋯V 的 O”文が用いられやすい傾向が強
いと見られる。それに対して、複音節動詞を含む文では、“(是) ⋯⋯VO 的”文が用いられ
やすい傾向が強いと見られる。（以上表 2-3、表 2-4） 
また、「単音節動詞、複音節目的語」の組み合わせは“(是) ⋯⋯V 的 O”文、“(是)⋯⋯VO
的”文は「複音節動詞、単音節目的語」の組み合わせは“(是)⋯⋯VO 的”文を取る傾向が
強い。（以上表 2-5、表 2-6） 
(3)目的語：人称代名詞の場合は例外なく“(是)⋯⋯VO 的”文が使われ、目的語が一般名




明代の文献からは、“(是) ⋯⋯VO 的”文が 25 例、“(是) ⋯⋯V 的 O”文が 13 例確認でき
た。以下では、両形式における叙述の焦点、述語動詞の音節数、述語動詞の音節数と目的語



















































 《金瓶梅词话万历本》第 19 回 
 (下線部訳：この間、医者を殴ったあの二人は、そのように手管を用いたのだ。) 
 
以下の表 2-9 は、明代の文献から確認できた“(是) ⋯⋯VO 的”の例文 25 例と“(是) 




表 2-9 叙述の焦点 















時間 該当なし 前生，前缘前世 
場所 店家 那里 










 表 2-10 「叙述の焦点」例文数及び割合 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 合計(割合%) 
動作主 25(86%) 4(14%) 29(100%) 
時間 0 2(100%) 2(100%) 
場所 1(50%) 1(50%) 2(100%) 
状態 0 2(100%) 2(100%) 
方式 0 4(100%) 4(100%) 
合計 25 13 38 
 
叙述の焦点が動作主にある場合では、“(是) ⋯⋯VO 的”文が用いられやすい傾向が強く、
25 例(86%)を占める。叙述の焦点が時間、状態、方式にある場合では、“(是) ⋯⋯V 的 O”文
が用いられやすく、それぞれ 2 例(100%)、2 例(100%)、4 例(100%)を占める。叙述の焦点
が場所の場合、“(是) ⋯⋯VO 的” 文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文それぞれ 1 例ずつ占める。 
 
2．述語動詞の音節数 























次の表 2-11 では、“(是) ⋯⋯VO 的”と“(是) ⋯⋯V 的 O”それぞれの述語動詞を取り上げ
ている。 
 
表 2-11 述語動詞の音節数 










次の表 2-12 は、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文における動詞と目的語の音節
数に関する共起関係の頻度をまとめたものである。 
 
表 2-12 述語動詞の音節数と頻度 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 合計(割合%) 
単音節動詞 19(70%) 8(30%) 27(100%) 
複音節動詞 
（動詞句を含む） 
6(55%) 5(45%) 11(100%) 
合計 25 13 38 
 
単音節動詞が使われた例文は 27 例確認できた。そのうち、“(是) ⋯⋯VO 的”文に現れ
るものは 19 例(70%)、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れるものは 8 例(30%)あった。単音節動詞
は、“(是) ⋯⋯VO 的”文が用いられやすいと言える。これに対して、複音節動詞（動詞句
を含む）が使われた例文は 11 例確認できた。そのうち、“(是) ⋯⋯VO 的”文に現れるもの
は 6 例(55%)、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れるものは 5 例(45%)あった。この結果は、複音節
動詞は“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れやすいとする牛秀兰(1991）の指摘とはやや異なる。 
その上で、用いられやすい述語動詞はどのような音節の語と共起しやすいかについて調











 表 2-13 音節数による述語動詞と目的語の共起関係 






単音節|複音節 送学生，赐我们 使手段，寄东西 





表 2-14 は、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文における動詞と目的語の音節数に
関する共起関係の頻度をまとめたものである。 
 
表 2-14 音節数による述語動詞と目的語の共起関係及び頻度 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 合計(割合%) 
単音節|単音節 17(74%) 6(26%) 23(100%) 
単音節|複音節 2(50%) 2(50%) 4(100%) 
複音節|単音節 3(50%) 3(50%) 6(100%) 
複音節|複音節 3(60%) 2(40%) 5(100%) 
合計 25 13 38 
 






















理。”《金瓶梅词话万历本》第 91 回 
(下線部訳：あなたは最初、薛おばさんに仲人をしてもらったんだから、……。) 
 
次の表 2-15 では、“(是) ⋯⋯VO 的”と“(是) ⋯⋯V 的 O”それぞれの目的語をを示し
た。 
 
表 2-15 目的語の種類 









表 2-16 は、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文が目的語に人称代名詞を取る
か、一般名詞を取るかについて、その頻度をまとめたものである。 
 
表 2-16 目的語の種類と頻度 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 合計(割合%) 
人称代名詞 18(100%) 0(0%) 18(100%) 
一般名詞 7(37%) 13(63%) 20(100%) 
合計 25 13 38 
 
目的語として人称代名詞をとる例文は 18 例確認できた。そして 18 例全てが(是)⋯⋯VO
的”文に現れた。つまり、目的語が人称代名詞の場合は、“(是) ⋯⋯VO 的”文を取りやすい
ことがわかった。これに対して、目的語として一般名詞をとる例文は 20 例を確認でき
た。そのうち、“(是)⋯⋯VO 的”文に現れるものは 7 例(37%)、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れ




明代に至るまで、“(是) ⋯⋯V 的 O”文では人称代名詞の目的語は確認できなかった。こ
れは重要な知見である。 




に対して、焦点が時間、状態、方式にある例文は“(是) ⋯⋯V 的 O” 文と共起しやすい。
（以上表 2-9、表 2-10） 
(2)述語動詞：単音節動詞を含む文では、“(是) ⋯⋯VO 的”文が用いられやすいと見られ
る。これに対して、複音節動詞（動詞句を含む）が使われた例文は 11 例を確認でき、そ
のうち“(是) ⋯⋯VO 的”文に現れるものは 6 例(55%)、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れるもの
は 5 例(45%)あった。複音節動詞を含む文でも、“(是) ⋯⋯VO 的”文が用いられやすい傾
向が強いと見られる。（以上表 2-11、表 2-12） 
また、「単音節動詞、単音節目的語」の組み合わせは“(是) ⋯⋯VO 的”文を取るが、そ
れ以外の「単、複」、「複、単」、「複、複」の組み合わせは両形式における使用頻度の差が
なかった。（以上表 2-13、表 2-14） 
(3) 目的語が人称代名詞の場合は、“(是) ⋯⋯VO 的”文に現れやすい。それに対して、
目的語が一般名詞の場合は、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れやすい。（以上表 2-15、表 2-16） 
  
2.3.5 清代（1644～1912年） 
清代が元代・明代と異なるのは、清代の“(是) ⋯⋯V 的 O”文では、人称代名詞の目的語
が用いられることである。 
清代の文献からは、“(是) ⋯⋯VO 的”文が 33 例、“(是) ⋯⋯V 的 O”文が 23 例確認でき
た。以下では、両形式における叙述の焦点、述語動詞の音節数、述語動詞の音節数と目的語
の音節数、目的語の種類という 4 つの項目の使用状況を示す。 
 
1．叙述の焦点 











































奉旨发落下来，俱依了法司的原拟，曹铭问了遵化卫军。《醒世姻缘传》第 17 回 
(下線部訳：あの欧阳御史〔官職〕は、ただあの阁下の指令に従っただけなのだ。) 
 
次の表 2-17 は、清代の文献から確認できた“(是) ⋯⋯VO 的”の例文 33 例と“(是) 
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⋯⋯V 的 O”の例文 23 例について、それぞれ叙述の焦点を示したものである。 
 
表 2-17 叙述の焦点 
























方式 亲手儿 听那辛阁，对你婆婆 
 
表 2-18 は、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文が、動作主、時間、場所、状態、
方式、原因のいずれを取るか、その頻度をまとめたものである。 
 
表 2-18 叙述の焦点と頻度 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 合計(割合%) 
動作主 21(62%) 13(38%) 34(100%) 
時間 5(71%) 2(29%) 7(100%) 
場所 0 1(100%) 1(100%) 
状態 6(55%) 5(45%) 11(100%) 
方式 1(33%) 2(67%) 3(100%) 
合計 33 23 56 
 
叙述の焦点が動作主、時間、状態にある場合では、“(是) ⋯⋯VO 的”文が用いられやすく、
それぞれ 21 例(62%)、5 例(71%)、6 例(55%)を占める。 
叙述の焦点が場所、方式にある場合では、“(是) ⋯⋯V 的 O”文が用いられやすく、それぞ









头，他才恋恋的舍不得去。”《红楼梦》第 11 回  





儿还不知是个什么罪呢。 《红楼梦》第 31 回 
（下線部訳：昔から、あなたが一人で旦那様のお世話をしていたのね。） 
 
表 2-19 は、“(是) ⋯⋯VO 的”と“(是) ⋯⋯V 的 O”に見られる述語動詞の音節数に基づい
て分類したものである。 
 
表 2-19 述語動詞の音節数 
























表 2-20 述語動詞の音節数と頻度 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 合計(割合%) 
単音節動詞 22(50%) 22(50%) 44(100%) 
複音節動詞 
（動詞句を含む） 
11(92%) 1(8%) 12(100%) 
合計 33 23 56 
 
単音節動詞が使われた例文は 44 例確認できた。そのうち、“(是) ⋯⋯VO 的”文に現れ
るものは 22 例(50%)、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れるものも 22 例(50%)あった。 
複音節動詞（動詞句を含む）が使われた例文は 12 例を確認できた。このうち、“(是) 
⋯⋯VO 的”文に現れるものは 11 例(92%)、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れるものは 1 例(8%)
あった。つまり、複音節動詞は、“(是) ⋯⋯VO 的”文に現れやすいと見られる。 
その上で、用いられやすい述語動詞と目的語の音節数の関係にについて調べた。次の表
2-21 では、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文それぞれの動詞と目的語を音節数
に基づいて分類した。 
 
表 2-21 音節数による述語動詞と目的語の共起関係 

















複音節|複音節 作成二位 丢下些田地 
 








表 2-22 音節数による述語動詞と目的語の共起関係及び頻度 
述語動詞｜目的語 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 合計(割合%) 
単音節｜単音節 13(42%) 18(58%) 31(100%) 
単音節｜複音節 9(69%) 4(31%) 13(100%) 
複音節｜単音節 10(100%) 0 10(100%) 
複音節｜複音節 1(50%) 1(50%) 2(100%) 
合計 33 23 56(100%) 
 
表 2-20 でみたように、述語動詞が複音節の場合は、一般的に“(是)⋯⋯VO 的”文をと
る。表 2-21、2-22 でそれらの結果を踏まえた考察を加えた。「単音節動詞、単音節目的
語」及び「複音節動詞、単音節目的語」の組み合せは“(是) ⋯⋯VO 的”文、「単音節動
















我也没理论他。”《醒世姻缘传》第 72 回 
(下線部訳：彼と彼の前の奥さんはうちの兄嫁の媒酌で結婚したのだ。) 
 








表 2-23 目的語の種類 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 








 表 2-24 は、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文が目的語に人称代名詞を取る
か、一般名詞を取るかについて、その頻度を示したものである。 
 
表 2-24 目的語の種類と頻度 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 合計(割合%) 
人称代名詞 17(74%) 6(26%) 23(100%) 
一般名詞 16(48%) 17(52%) 33(100%) 
合計 33 23 56 
 
目的語として人称代名詞をとる例文は、23 例確認できた。そのうち、“(是)⋯⋯VO 的”
文に現れるものは 17 例(74%)あった。つまり、人称代名詞の目的語は“(是)⋯⋯VO 的”文
に現れやすい。これは明代以前の文献で確認された事実と合致するが、人称代名詞が
“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れる例が 6 例も見られることは重要な変化である。 
目的語として一般名詞をとる例文は、33 例確認できた。そのうち、“(是)⋯⋯VO 的”文
に現れるものは 16 例(48%)、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れるものは 17 例(52%)あった。つ
まり、“(是) ⋯⋯V 的 O”文では、一般名詞の目的語が用いられやすい。 




用いられやすい傾向が強く、叙述の焦点が場所、方式にある場合では、“(是) ⋯⋯V 的 O”文
が用いられやすい傾向が強い。（以上表 2-17、表 2-18） 
(2)述語動詞：複音節動詞は“(是) ⋯⋯VO 的”文で用いられる比率が高まるが、単音節動
詞は両形式で用いられ、使用頻度の差はほとんど見られない。（以上表 2-19、表 2-20） 
また、「単音節動詞、単音節目的語」及び「複音節動詞、単音節目的語」の組み合せは
“(是) ⋯⋯VO 的”文、「単音節動詞、単音節目的語」の組み合わせは“(是) ⋯⋯V 的 O”
文を取る比率が相対的に高い。（以上表 2-21、表 2-22） 
(3)目的語：人称代名詞の目的語は“(是)⋯⋯VO 的”文に現れやすいが、 “(是) ⋯⋯V 的
42 
 
O”文に現れる例が６例も見られた。一般名詞の目的語は、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) 
⋯⋯V 的 O”文での使用頻度はほとんど差が見られない。（以上表 2-23、表 2-24） 
 
2.3.6 五四運動以降（1919年～） 





ここでは“(是)……VO 的”文と“(是)……V 的 O”文の叙述の焦点がいかなる成分であ
るのかを考察してみたい。以下では、叙述の焦点が動作主、時間、場所、状態、方式とな


































五四運動以降の文献からは、“(是) ⋯VO 的”の例文 92 例と“(是) ⋯V 的 O”の例文 27
例を確認できた。次の表 2-25 は、それぞれの叙述の焦点を示したものである。 
 
表 2-25 叙述の焦点 























































表 2-26 は、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文が、動作主、時間、場所、状態、
方式、原因のいずれを取るか、その頻度をまとめたものである。 
 
表 2-26 叙述の焦点と頻度 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 合計(割合%) 
動作主 42 (76%) 13(24%) 55(100%) 
時間 17 (94%) 1(6%) 18(100%) 
場所 5 (42%) 7(58%) 12(100%) 
状態 22 (85%) 4(15%) 26(100%) 
方式  6 (75%) 2(25%) 8(100%) 
合計 92 27 119 
  
叙述の焦点が動作主、時間、状態、方式にある場合は、“(是) ⋯⋯VO 的”文が用いられる
傾向が強く、それぞれ 42 例(76%)、17 例(94%)、22 例(85%)、6 例(75%)を占める。 
 
2．述語動詞の音節数 






















表 2-27 では、“(是) ⋯⋯VO 的”と“(是) ⋯⋯V 的 O”それぞれの述語動詞を示した。 
 
表 2-27 述語動詞の音節数 





























表 2-28 述語動詞の音節数と頻度 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 合計(割合%) 
単音節動詞 42(68%) 20(32%) 62(100%) 
複音節動詞 
（動詞句を含む） 
50(88%) 7 (12%) 57(100%) 
合計 92 27 119 
 
単音節動詞が使われた例文は 62 例確認できた。このうち、“(是) ⋯⋯VO 的”文に現れ
るものは 42 例(68%)、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れるものは 20 例(32%)あった。つまり、
単音節動詞は“(是) ⋯⋯VO 的”文に現れる傾向が強い。 
複音節動詞（動詞句を含む）が使われた例文は 57 例確認できた。このうち、“(是) 
⋯⋯VO 的”文に現れる例は 50 例(88%)、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れる例は 7 例(12%)あ
った。つまり、複音節動詞も、“(是) ⋯⋯VO 的”文に現れる傾向が強い。 
その上で、用いられた述語動詞はどのような音節の語と共起しやすいかについて調べ
た。次の表 2-29 では、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文それぞれに使われる動
詞と目的語を音節数に基づいて分類した。 
 
 表 2-29 音節数による述語動詞と目的語の共起関係  












































 表 2-30 は、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文における動詞と目的語の音節数
に関する共起関係の頻度をまとめたものである。 
 
表 2-30 音節数による述語動詞と目的語の共起関係及び頻度 
述語動詞|目的語 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 合計(割合%) 
単音節|単音節 24 12 36 
単音節|複音節 16 9 25 
複音節|単音節 25 0 25 
複音節|複音節 27 6 33 
合計 92 27 119 
 
表 2-28 で、述語動詞が単音節の場合は一般に“(是)⋯⋯VO 的”文を取り、述語動詞が
複音節の場合も一般に“(是)⋯⋯VO 的”文をとることを見た。表 2-29、2-30 でそれらの
結果を踏まえた考察を加えた。「単音節動詞、単音節目的語」及び「複音節動詞、複音節

























 以下の表 2-31 では、“(是) ⋯⋯VO 的”と“(是) ⋯⋯V 的 O”それぞれの目的語を示す。 
 
 表 2-31 目的語の種類 


























 表 2-32 は、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文が目的語に人称代名詞を取る
か、一般名詞を取るかについて、その頻度をまとめたものである。 
 
表 2-32 目的語の種類及び頻度 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 合計(割合%) 
人称代名詞 38(100%) 0(0%) 38(100%) 
一般名詞 54(67%) 27(33%) 81(100%) 
合計 92 27 119 
  
目的語として人称代名詞をとる例文は 38 例確認でき、その全てが“(是)⋯⋯VO 的”文
に現れた。つまり、目的語が人称代名詞の場合は、“(是)⋯⋯VO 的”文が用いられやすい
とわかった。 
目的語として一般名詞をとる例文は 81 例確認できた。そのうち、“(是)⋯⋯VO 的”文に
現れる例は 54 例(67%)、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れる例は 27 例(33%)あった。 




文が用いられる傾向が強く、叙述の焦点が場所にある場合は、“(是) ⋯⋯V 的 O”文が用いら
れる傾向が強い。（以上表 2-25、表 2-26） 
(2)述語動詞：単音節動詞も複音節動詞も、“(是) ⋯⋯VO 的”文で用いられる比率が高い
が、単音節動詞は一定数“(是) ⋯⋯V 的 O”文にも現れる。（以上表 2-27、表 2-28） 
また、「単音節動詞、単音節目的語」及び「複音節動詞、複音節目的語」の組み合わせ
は“(是) ⋯⋯VO 的”文での使用頻度が高かった。（以上表 2-29、表 2-30） 
(3)目的語：目的語が人称代名詞の場合も一般名詞の場合も、“(是) ⋯⋯VO 的”に現れや








文」であった。宋代に至るまで、“(是) ⋯⋯V 的 O”文は確認できたが、“(是) ⋯⋯VO 的”文
は確認できなかった。2.3 では、元代から五四運動以降の口語作品を対象に、“(是) ⋯⋯VO





表 2-33 元代から五四運動以降例文数のまとめ 
 “(是)⋯⋯VO 的”文用例 “(是)⋯⋯V 的 O”文用例 
元代 27 23 
明代 24 13 
清代 33 23 
五四運動以降 92 27 
 
元代では、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文の例文数における差はほとんどな
かったが、明代、清代では例文数の差は 10 例ぐらいに広がり、五四運動以降になると、“(是) 





述の焦点になりやすい傾向がある。“(是) ⋯⋯V 的 O”文の場合、叙述の焦点になりやすいの
は場所と方式である。 
 
表 2-34 使用頻度の高い叙述の焦点のまとめ 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 
元代 動作主・状態 場所・方式 
明代 動作主 時間・状態・方式 
清代 動作主・時間・状態 場所・方式 
五四運動以降 動作主・時間・状態・方式 場所 
  
 次に、表 2-35 は述語動詞の音節数をまとめたものである。“(是) ⋯⋯VO 的”文の場合、
単音節動詞も複音節動詞も両方多く見られる。一方、“(是) ⋯⋯V 的 O”文の場合、元代と清
代では、単音節動詞がよく用いられていたが、明代と五四運動以後は、“(是) ⋯⋯VO 的”文
における使用が中心となった。清代では、複音節動詞は、“(是) ⋯⋯VO 的”文において用い








表 2-35 使用頻度の高い動詞の音節数のまとめ 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 
元代 複音節 単音節 
明代 単・複音節      
清代 単・複音節  単音節 
五四運動以降 単・複音節   
 
 表 2-36 は、単音節或いは複音節の述語動詞がいくつの音節数の目的語と共起しやすいか
についてまとめたものである。 
元代では、「複音節動詞、単音節目的語」の組み合わせは“(是) ⋯⋯VO 的”文、「単音節




“(是) ⋯⋯VO 的”文、「単音節動詞、単音節目的語」の組み合わせは“(是) ⋯⋯V 的 O”文
を取る比率が相対的に高い。五四運動以降になると、「単音節動詞、単音節目的語」及び「複
音節動詞、複音節目的語」の組み合わせは“(是) ⋯⋯VO 的”文での使用頻度が高かった。 
 
表 2-36 使用頻度の高い動詞と目的語の組み合わせのまとめ 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 
元代 複音節|単音節 単音節|複音節 









表 2-37 は、目的語の種類をまとめたものである。 
元代から清代において、目的語としての一般名詞はいずれもあるが、“(是) ⋯⋯V 的 O”
文に現れやすい傾向があった。一方、目的語としての人称代名詞は、元代と明代では、“(是) 








表 2-37 使用頻度の高い目的語の種類のまとめ 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 
元代 人称代名詞 一般名詞 
明代 人称代名詞 一般名詞 
清代 人称代名詞 一般名詞 
五四運動以降 人称代名詞・一般名詞   
 
 ここでの問題は、清代以前はなぜ“(是) ⋯⋯V 的 O”文に人称代名詞の目的語がほとんど
使用されないのかという点である。その理由は「“是⋯⋯的”構文の“是”が判断詞と焦点マ
ーカー2 つの役割を兼ねるため」と考えられる。 



















“(是) ⋯⋯V 的 O”文の意味機能を考えれば、一見「非論理的な」“(是) ⋯⋯V 的 O”文も
普通の強調文表現として考えられる。この考えの合理性を証明するために、ここで一旦古
代の例文に戻り、宋代から元代までの“(是) ⋯⋯的”文における“是”の役割の変化を整






表 2-38 “(是) ⋯⋯的”文における“是”の役割の変遷 
年代 “(是) ⋯⋯VO 的”
文の特徴 





  N 是 VN 的 
  S 是 VN 的 
 N 是 V 的 N 
 S 是 V 的 N 
“是”は判断詞としての役割が
ある。 
 宋代   S 是 V 的 N “是”は依然として判断詞であ
る。 













点マーカー」二つの機能を兼ねることになったと考えられる。そこで、“(是) ⋯⋯V 的 O”文
の“是”が判断詞の“是”だとすれば、「換喩的概念」を通して“是”の前の主語と目的語
の“V 的 O”は同一関係が成り立つ。そうすると、“V 的 O”は名詞化され、修飾構造の“V
的 N”だと考えねばならない。一般に“V 的 N”における“N”は一般名詞であり、V は人
称代名詞の“N”と共起しにくい。これが“(是) ⋯⋯V 的 O”文の目的語に人称代名詞が少
ない理由であると考えられる。 





















した。インタビュー対象者の多くは、1910 年代から 1960 年代の出生者であり、老舍、王
朔と同世代である。そこで、本章では、同世代の北京語話者において、口語作品と談話資料





























  ②話劇 










































































表 3-1 叙述の焦点 



































































以下の表 3-2 は、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文の叙述の焦点が、動作
主、時間、場所、状態、方式、原因のいずれを取るか、その頻度をまとめたものである。 
 
表 3-2 叙述の焦点と頻度 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 合計(割合%) 
動作主 59(58%) 43(42%) 102(100%) 
時間 9(69%) 4(31%) 13(100%) 
場所 8(29%) 20(71%) 28(100%) 
状態 7(47%) 8(53%) 15(100%) 
方式 14(40%) 21(60%) 35(100%) 
原因 1(25%) 3(75%) 4(100%) 
合計 98 99 200 
 
叙述の焦点が動作主、時間にある場合では、“(是) ⋯⋯VO 的”文が用いられやすい傾向が
強く、それぞれ 59 例(58%)、9 例(69%)を占める。 
叙述の焦点が場所、状態、方式、原因にある場合では、“(是) ⋯⋯V 的 O”文が用いられや
すい傾向が強く、それぞれ 20 例(71%)、8 例(53%)、21 例(60%)、3 例(75%)を占める。 
 
2.述語動詞 






















表 3-3 では、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文それぞれの述語動詞を示した。 
 
表 3-3 述語動詞の音節数 












































表 3-4 述語動詞の音節数と頻度 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 合計(割合%) 
単音節動詞 37(31%) 86(69%) 123(100%) 
複音節動詞 
（動詞句を含む） 
61(82%) 13(18%) 74(100%) 
合計 98 99 197 
  
単音節動詞が使われた 123 の例文中、“(是) ⋯⋯VO 的”文に現れる例は 37 例(31%)、
“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れる例は 86 例(69%)があった。単音節動詞を含む文では、“(是) 
⋯⋯V 的 O”文が用いられやすいといえる。それに対して、複音節動詞（動詞句を含む）
が使われた 74 例の例文中、“(是) ⋯⋯VO 的”文に現れる例は 61 例(82%)、“(是) ⋯⋯V 的
O”文に現れる例は 13 例(18%)があった。複音節動詞を含む文では、“(是) ⋯⋯VO 的”文
が用いられる傾向が強いと見られる。 
その上で、用いられやすい述語動詞はどのような音節の目的語と共起しやすいかについ
て調べた。表 3-5 では、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文それぞれの動詞と目的
語を音節数で分類した。 
 
表 3-5 音節数による述語動詞と目的語の共起関係  










































































表 3-6 音節数による述語動詞と目的語の共起関係と頻度 
述語動詞|目的語 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 合計(割合%) 
単音節|単音節 34(38%) 55(62%) 89(100%) 
単音節|複音節 4(11%) 31(89%) 35(100%) 
複音節|単音節 37(93%) 3(7%) 40(100%) 
複音節|複音節 23(70%) 10(30%) 33(100%) 
合計 98 99 197 
  
表 3-4 からわかるように、述語動詞が単音節の場合は一般的に“(是)⋯⋯V 的 O”文をと
り、述語動詞が複音節の場合は一般的に“(是)⋯⋯VO 的”文をとる。また、表 3-5、3-6
からわかるように、「複音節動詞、単音節目的語」の組み合わせは“(是) ⋯⋯VO 的”文、















菜吗？  《张自忠》第四幕 
(下線部訳：あなたはどこで湯を沸かしたのか？) 
 









表 3-7 目的語の種類 






























表 3-8 は、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文が目的語に人称代名詞を取るか、
一般名詞を取るかについて、頻度をまとめたものである。 
 
 表 3-8 目的語の種類と頻度 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 合計(割合%) 
人称代名詞 71(86%) 12(14%) 83(100%) 
一般名詞 27(24%) 87(76%) 114(100%) 
合計 98 99 197 
 
目的語として人称代名詞をとる例文は 83 例確認できた。そのうち、“(是)⋯⋯VO 的”文
に現れる例は 71 例(86%)、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れる例は 12 例(14%)あった。目的語
が人称代名詞の場合、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れやすいとわかった。 
目的語として一般名詞をとる例文は 114 例確認できた。そのうち、“(是)⋯⋯VO 的”文
に現れる例は 27 例(24%)、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れる例は 87 例(76%)あった。目的語
が一般名詞の場合、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れやすいとわかった。 
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以上、北京語口語作品の“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文について、叙述の
焦点、述語動詞の音節数、音節数による述語動詞と目的語の共起関係、目的語の種類とい
う 4 つの特徴から検討してきた。以下はまとめである。 
(1)叙述の焦点：叙述の焦点が動作主、時間にある場合は、“(是) ⋯⋯VO 的”文が用いられ
やすい傾向が強い。叙述の焦点が場所、状態、方式、原因にある場合は、“(是) ⋯⋯V 的 O”
文が用いられやすい傾向が強い。（以上表 3-1、表 3-2） 




詞、単音節目的語」の組み合わせは“(是) ⋯⋯V 的 O”文を取る傾向が強い。（以上表 3-
5、表 3-6） 
(3)目的語：目的語が人称代名詞の場合、“(是) ⋯⋯VO 的”文に現れやすいとわかった。
それに対して、目的語が一般名詞の場合、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れやすいとわかった。







の 370 人を対象とした 184 万字のインタビュー記録が収録された大型コーパスである。イ










                                                   










そこで、キーワード１“是”、キーワード 2“的”で検索し、第一章の 1.5 節で挙げた 3 つ
の基準で判別したうえ、最終的に“(是)……VO 的”文と“(是)……V 的 O”文それぞれ 75
例と 61 例を確認できた。以下では、“(是)……VO 的”と“(是)……V 的 O”文を叙述の焦
点をはじめ、述語動詞の音節数、音節数による述語動詞と目的語の共起関係、目的語の種類
















儿来的？完全是老百姓给他们的。你说是不是？不过这问题都不是咱们，…(1955 男 汉 天
桥 初中 工人 D)   
(下線部訳：完全に民衆が彼らに与えたのだ。) 
    
(3-15) 我哥哥嗯，我大哥吧，住在那个西冉村。他是，我嫂子他们分的房子。我二哥呢，跟










送来的吃的。他就那么跟人要。还有这个呢，吸烟不止，嗯，… (1936 女 汉 海淀 初中 护




的车。就是十三处啊，一般他们老是两个一块儿上。结果呢，… (1943 女 汉 东城 初中 售
票员 F)   








哪年毕业的噢，八四年，就是恢复高考以后，第一届呃，不是第一届，… (1951 女 汉 东










学，正好赶上文化大革命，没上学。首先对我给我印象最深的呢… (1957 女 汉 牛街 中专 
小学教师 B) 











啊？女一中的学校，哎，北长街的南口儿，还是南长街的北口…(1926 女 汉 西城 大学 医




这么一个舞会呀，是学校发的票。后来呢，我觉得这个，…(1963 女 满 东城 高中 小学教











带的东西。不见得都是他自己的。所以他就是人家写的要求什么，… (1959 女 汉 天桥 




汗我挣来的钱哪。我说就这么给我糟啊。平常我说我都舍不得这么吃，… (1937 女 汉 海








表 3-9 は、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文が、動作主、時間・年齢、場所・





表 3-9 叙述の焦点 


































































表 3-10 は、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文が、動作主、時間・年齢、場所・
機構、状態・方式のいずれを取るか、頻度をまとめたものである。 
 
表 3-10 叙述の焦点と頻度 
 (是) ⋯VO 的 (是) ⋯V 的 O 合計(割合%) 
動作主 3(38%) 5(62%) 8(100%) 
時間・年齢 38(51%) 36(49%) 74(100%) 
場所・機構 29(81%) 7(19%) 36(100%) 
状態・方式 5(29%) 12(71%) 17(100%) 
合計 75 60 135 
 
叙述の焦点が時間・年齢、場所・機構にある場合では、“(是) ⋯⋯VO 的”文が用いられや
























来的了，由延安来的学校了，嗯，老师们都住校，同学们也都住校。 (1924 男 汉 天桥 











作的。挺老早，那会儿是中专毕业。嗯，二哥嘛在建筑公司。这个，…(1941 女 回 牛街 




作。呃，参加工作呢，一直就在这个，嗯，汽车公司，一直到现在… (1939 男 汉 东城 



















 表 3-11 述語動詞の音節数 
















表 3-12 は、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文が、単音節動詞、複音節動詞（動
詞句を含む）のいずれを取るか、頻度をまとめたものである。 
 
表 3-12 述語動詞の音節数及び頻度 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 合計(割合%) 
単音節動詞 59(51%) 56(49%) 115(100%) 
複音節動詞 
（動詞句を含む） 
16(76%) 5(24%) 21(100%) 
合計 75 61 136 
  
単音節動詞が使われた例文は 115 例確認できた。そのうち、“(是) ⋯⋯VO 的”文に現れ
る例は 59 例(51%)、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れる例は 56 例(49%)あった。この結果は、
単音節動詞は“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れやすいとする牛秀兰(1991）の指摘とはやや異な
る。 
複音節動詞（動詞句を含む）が使われた例文は 21 例確認できた。そのうち、“(是) 
⋯⋯VO 的”文に現れる例は 16 例(76%)、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れる例は 5 例(24%)あ
った。複音節動詞は、“(是) ⋯⋯VO 的”文が用いられやすいと見られる。 
その上で、用いられやすい述語動詞はどのような音節の語と共起しやすいかについて調










表 3-13 音節数による述語動詞と目的語の共起関係 




























表 3-14 は、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文における動詞と目的語の音節数に
関する共起関係の頻度をまとめたものである。 
 
表 3-14  音節数による述語動詞と目的語の共起関係及び頻度 
述語動詞|目的語 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 合計(割合%) 
単音節|単音節 49(59%) 34(41%) 83(100%) 
単音節|複音節 10(31%) 22(69%) 32(100%) 
複音節|単音節 0 2(100%) 2(100%) 
複音節|複音節 16(84%) 3(16%) 19(100%) 
合計 75 61 136(100%) 
 
表 3-12 で示したように、述語動詞が単音節の場合は“(是)⋯⋯VO 的”文を取る傾向が
あり、述語動詞が複音節の場合も“(是)⋯⋯VO 的”文を取る傾向がある。表 3-13、3-14
でそれらの結果を踏まえた分析を示した。「単音節動詞、単音節目的語」の組み合わせは










己搞的，不是谁包办你们的。是谁强迫你们了？没有。所以我说你这个啊… (1957 女 汉 
















最晚的也得φ二十六岁吧，才结婚的。结婚晚的，然后呢，再一个呢，… (1927 女 汉 海








到的这个医院。我到这个医院的时候儿，这个医院，这个楼哇，… (1951 女 汉 天桥 初中 
干部 E) 
 （下線部訳：ここに戻って来てから、一九七四年にこの病院に来たのだ。）  
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以下の表 3-15 は、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文それぞれの目的語を示す。 
 
表 3-15 目的語の種類 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 


















 表 3-16 は、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文が、人称代名詞、一般名詞のい
ずれを取るか、頻度をまとめたものである。 
 
表 3-16 目的語の種類と頻度 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 合計(割合%) 
人称代名詞 2(67%) 1(33%) 3(100%) 
一般名詞 73(55%) 60(45%) 133(100%) 
合計 75 61 136 
 
目的語として人称代名詞をとる例文は 3 例確認できた。そのうち、“(是)⋯⋯VO 的”文
に現れる例は 2 例(67%)、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れる例は 1 例(33%) であった。目的語
が人称代名詞の場合は、“(是) ⋯⋯VO 的”文に現れやすいとわかった。 
目的語として一般名詞をとる例文は 133 例確認できた。そのうち、“(是)⋯⋯VO 的”文
に現れる例は 73 例(55%)、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れる例は 60 例(45%)であった。目的
語が一般名詞の場合も、“(是) ⋯⋯VO 的”文に現れやすいとわかった。この結果は、一般
名詞は“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れやすいとする赵淑华(1991)の指摘とはやや異なる。 
以上、北京語談話資料の“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文について、叙述の
焦点、述語動詞の音節数、音節数による述語動詞と目的語の共起関係、目的語の種類とい
う 4 つの特徴から検討してきた。以下はまとめである。 
(1)叙述の焦点：叙述の焦点が時間・年齢、場所・機構にある場合は、“(是) ⋯⋯VO 的”
文が用いられやすい。叙述の焦点が動作主、状態・方式にある場合は、“(是) ⋯⋯V 的 O”
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文が用いられやすい。（以上表 3-9、表 3-10） 
(2)述語動詞：動詞が単音節の場合は、“(是) ⋯⋯VO 的”文が用いられやすい。動詞が複
音節動詞の場合も、“(是) ⋯⋯VO 的”文が用いられやすい。（以上表 3-11、表 3-12） 
また、「単音節動詞、単音節目的語」の組み合わせは“(是) ⋯⋯VO 的”文、「複音節動
詞、複音節目的語」の組み合わせも“(是) ⋯⋯VO 的”文を取る傾向が強い。（以上表 3-
13、表 3-14） 
(3)目的語：目的語が人称代名詞の場合は、“(是) ⋯⋯VO 的”文に現れやすいとわかっ




3.3.2 では、「北京口語語料 BJKY」に収録されている用例の中から、“(是) ⋯⋯VO 的”
文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文を抽出し、考察をおこなった。その中で、使用頻度が高い動目
構造は、“毕业”(卒業)、“退休”(退職)、“结婚”(結婚)、“参加工作”(就職)の 4 つであっ
た。そこで、本節では、4 つの語はどの形式に現れやすいか、どのような叙述の焦点と共
起しやすいかについて考察してみる。その結果は、以下の表 3-17 の通りになる。 
 
表 3-17 叙述の焦点 





















状態 第一期电大，老初中的六七届 該当なし 
退
休 




状態 該当なし 按五十岁 










場所 該当なし 跟家里，在那儿 










場所 該当なし 該当なし 





表 3-18 叙述の焦点 
    (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 合計 
毕业 時間・年齢 7 1 8 
場所・機構 21 0 21 
状態 2 0 2 
合計(割合%) 30(97%) 1(3%) 31(100%) 
退休 時間・年齢 2 1 3 
場所・機構 4 0 4 
状態 0 1 1 
合計(割合%) 6(75%) 2(25%) 8(100%) 
结婚 時間・年齢 3 10 13 
場所・機構 0 2 2 
状態 1 3 4 




時間・年齢 9 2 11 
場所・機構 0 0 0 
状態 0 0 0 
合計(割合%) 9(82%) 2(18%) 11(100%) 
 
“毕业”が使われた例文は 31 例確認できた。そのうち、“(是) ⋯⋯VO 的”文に現れる
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例は 30 例(97%)、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れる例は 1 例(3%)であった。 
“退休”が使われた例文は 8 例確認できた。そのうち、“(是) ⋯⋯VO 的”文に現れる例
は 6 例(75%)、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れる例は 2 例(25%)であった。 
“参加工作”が使われた例文は 11 例確認できた。そのうち、“(是) ⋯⋯VO 的”文に現れ
る例は 9 例(82%)、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れる例は 2 例(18%)であった。以上の 3 つの
常用語の場合は、“(是) ⋯⋯VO 的”文に現れやすいと見られる。 
“结婚”が使われた例文は 19 例を確認できた。そのうち、“(是) ⋯⋯VO 的”文に現れ
る例は 4 例(21%)、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れる例は 15 例(79%)であった。“结婚”の場
合、“(是) ⋯⋯V 的 O”文に現れやすいとわかった。 
 
3.4 第三章の結び 
本章では、現代北京語における“(是)……VO 的”と“(是)……V 的 O”の使用現状を明ら
かにした。ここで、まず口語作品と談話資料から確認できた両形式の例文を見られたい。 
 
表 3-19 北京語口語作品と談話資料の例文数のまとめ 
 “(是)⋯⋯VO 的”文用例 “(是)⋯⋯V 的 O”文用例 
口語作品 98 99 
談話資料 75 61 
合計 173 160 
 
表 3-19 では、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文それぞれの例文数を取り上げて
いる。口語作品では“(是) ⋯⋯VO 的”文 98 例、“(是) ⋯⋯V 的 O”文 99 例があった。談話
資料では“(是) ⋯⋯VO 的”文 75 例、“(是) ⋯⋯V 的 O”文 61 例があった。口語作品と談話
資料における両形式の使用頻度の差はほとんど見られない。 
3.3.2 では、老舍・王朔の作品を中心に、“(是)……VO 的”と“(是)……V 的 O”の例文を
収集し、叙述の焦点、述語動詞の音節数、音節数による述語動詞と目的語の共起関係、目的
語の種類という 4 つの項目から考察した。3.3.3 では、“北京口语语料查询系统”(BJKY)か
ら“(是)……VO 的”と“(是)……V 的 O”の例文を収集し、上述の 4 つの項目について考
察を行った。また、４つの常用語“毕业”(卒業)、“退休”(退職)、“结婚”(結婚)、“参加工
作”(就職)はどの形式に現れやすいか、どのような叙述の焦点と共起しやすいかについて考
察した。表 3-20 は、口語作品と談話資料に現れる叙述の焦点を比較した表である。 
口語作品の場合、“(是) ⋯⋯VO 的”文では、動作主、時間が叙述の焦点になりやすい “(是) 
⋯⋯V 的 O”文では、場所・状態・方式・原因が叙述の焦点になりやすい。一方、談話資料
の場合、“(是) ⋯⋯VO 的”文では、時間・年齢・場所・機構が叙述の焦点になりやすい。“(是) 




く、“(是) ⋯⋯V 的 O”文では、状態と方式が叙述の焦点になりやすいことである。 
 
表 3-20 使用頻度の高い叙述の焦点のまとめ 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 
口語作品 動作主・時間 場所・状態・方式・原因 
談話資料        時間・年齢・場所・機構 動作主・状態・方式 
 
 表 3-21 は、口語作品と談話資料における述語動詞の音節数を比較した表である。 
口語作品の場合、“(是) ⋯⋯VO 的”文では、複音節の述語動詞が用いられやすい。一方、





表 3-21 使用頻度の高い動詞の音節数のまとめ 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 
口語作品 複音節 単音節 
談話資料 単音節・複音節 該当なし 
  









表 3-22 使用頻度の高い動詞と目的語の組み合わせのまとめ 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 
口語作品 複音節｜単音節 単音節｜単音節 
談話資料 単音節｜単音節 
複音節｜複音節 
該当なし    
 








表 3-23 使用頻度の高い目的語の種類のまとめ 
 (是) ⋯⋯VO 的 (是) ⋯⋯V 的 O 





 以上、表 3-20 から表 3-23 を見ると、北京語の口語作品の場合、元代から清代までの口語
作品との共通点が多い。叙述の焦点が動作主と時間にある場合は、“(是) ⋯⋯VO 的”文が用
いられやすい傾向が強く、叙述の焦点が場所、状態、方式、原因にある場合は、“(是) ⋯⋯V
的 O”文が用いられやすい。複音節動詞を含む文では“(是) ⋯⋯VO 的”文が用いられやす
く、単音節動詞を含む文では、“(是) ⋯⋯V 的 O”文が用いられやすい。目的語が人称代名詞






















第四章 “(是)……VO的”文と“(是)……V的 O”文の構文的機能をめぐって 
 
4.1 はじめに  




de”32(先 le 後ろ de)理論が最も広く支持されており、筆者も基本的にはこの考え方を支持




を『先行形式』（…le と記す）、後出の形式を『照応形式』（…de と記す）」と指摘している。 
 
 (4-1)“他已经找过我三次，提出进修的事儿。”“他什么时候找的你？” 
    (彼はすでに三回私を訪ねて、研修のことをもちかけた。 
     彼はいつあなたを訪ねたのか？)  
 
(4-2)“可就在这时候，陈凯军扑上来了。后来他们就动了手……” 
    “谁先动的手？把话说清楚！” 
   (しかしこのとき陈凯军が襲ってきた。そのあと彼らは殴り合った…… 
     誰が先に手を出したのだ？) 
 
(4-3) 陈忠平感到他这个人很精明，但并不外露。他凭什么得到的这个印象呢？ 
  （陈忠平は彼は器用であるが外に表わさないと感じた。 




   (事実上卢小波は手錠をかけられるとすぐに後悔した。 
   手錠を手に持った公安員の目を見てやっと後悔するようになったと彼が言った。） 
 
(4-5) 你的中学老师是谁？你的大学老师是谁？他怎么教的你？也太不负责任了！ 
   (あなたの中学校の先生はだれ？あなたの大学の先生はだれ？彼はどのようにあ
                                                   






 (4-6) 班上有个女同学，笔记记得最详细，一字不落。   
（クラスのある女の子は、メモを取るのがとても詳しく、一字一句も逃さない。）    



















V 的 O”文とそれに後続する照応形式との関係に当てはめて検討する。 
 杉村博文(1982b)で提唱された“先 le 后 de”理論と杉村(1995)で指摘された先行形式、






前述したように、杉村博文(1982b)で提唱された“先 le 后 de”理論では、先行文脈あるい

























会简单谦逊地说：“相信我，我恨敌人！” 老舍《无名高地有了名》2  
（下線部訳：彼は入隊したときに、銃を 4 本持って行った。 



















“我先拿到的。”  王朔《我是你爸爸》 
 （下線部訳：私は夏叔父さんがあなたにチケットをあげたのを聞こえた。 
       このチケットは夏経平がくれたのだ。） [给你—给我]   






(4-10) 淑 菱 什么稿子？谁的信？  
  红 海 稿子是芳蜜交给我的。 
    淑 菱 你看过没有？  
    红 海 没有。我想凑齐了一块儿看。一气看完，我好写编辑后记。  
老舍《残雾》第四幕 
(下線部訳：なんの原稿？誰の手紙？ 
      原稿は芳蜜さんが手渡ししてくれたのだ。） [谁的信—芳蜜] 
 
(4-11) 四嫂 二嘎子，你一清早就跑出去，是怎回事？说！二嘎我……  
    四嫂 金鱼是哪儿来的？  
    二嘎 φ卖鱼的徐六给我的。  
    四嫂 他为什么那么爱你呢？不单给鱼，还给小缸！瞧你多有人缘哪！ 
老舍《龙须沟》第一幕 
  （下線部訳：金魚はどこからもらった？ 
     魚売りの徐六がくれたのだ。） [哪儿—卖鱼的徐六]  














 (4-12) 梁师傅 大星期天的，你一个人在这儿扫院子干吗？  
  周廷焕 您还不知道？姜二夜里受了伤！  
  梁师傅 （惊）什么？φ怎么受的伤！  
  周廷焕 昨儿晚上，姜二加夜班，正往炉子里续碎铁哪，铁水爆起来，把眼睛磞了！  
老舍《春华秋实》第一幕第二场 
  (下線部訳：姜二は夜中に負傷したのだ！ 








      あなたはどこで乳母を探し出したのか？） [奶妈—找来的奶妈] 
 
(4-14) 〔伯仁正在用心地给学生改卷子。  
〔师孟兴奋地拿着一封信，跑进来。  
顾师孟 你猜φ谁来的信？你猜？  
  秦伯仁 你看，五十多了，还是这么哇啦哇啦，小孩子似的！  
  顾师孟 难怪我喜欢，汉媛来的信！  《秦氏三兄弟》五 第三幕 
  (下線部訳：师孟は興奮して一通の手紙を持って、駆け込んで来たのだ。   








  齐 母 φ谁作的诗啊？  
 卫大嫂 我们都到齐了，一共调来二十一个售货员，里面有七个初中毕业的、三个高中毕业
的，还作不了诗吗？我想啊：从前凌云大概有点觉得初中毕业作售货员未免屈才。这可就好了，












      あなた達はいつ軍隊を出動させたのか？)  [有多少兵—发的兵] 
 
 (4-17) 李天祥 外面火上蒸着包子，我看着呢！（看表）还有五分钟就得了！老奶奶，您尝
尝我作的豆沙包子吧，准叫您满意！  
井奶奶 你φ在哪儿学的蒸包子呀？  
  李天祥 部队里呗！   老舍《全家福》一 
  (下線部訳：お婆さん、私が作ったあんまんを少し味わってみてください、きっと満足
して頂けるはずです。 
      あなたはどこで蒸し饅頭の作り方を習ったのか？）  
[作的豆沙包子—学的蒸包子] 
 
(4-18) 高大嫂 张二爷请坐吧！秀才公是大媒！ 
  夜猫子 我哥哥知道是秀才保的婚，很喜欢！（看高菊香）姑娘真体面，不怪我哥哥夸奖她！  
《神拳》第一幕 
(下線部訳：秀才様は結婚の保証人だ！ 
            私の兄は秀才が結婚の保証人になってくれたのを知って、とても喜んだ。）  
[大媒—保的婚] 
 




        胖火夫 老百姓提来了一筐！  《张自忠》第四幕 











 以上 4.2 で、“(是) ……VO 的”、“(是)……V 的 O”と先行形式との繋がりを確認した。 
両形式とも先行形式の事件や事態から情報を与えられていることがわかった。つまり、“(是)
……VO 的”文も“(是)……V 的 O”文も先行形式の事件や事態から已然義を受けていると
いうことになる。ここまでは、“先 le 后 de”という杉村博文氏の指摘を確認した。 
 
4.3照応形式との関係による考察  


































榜挂名，洞房花烛，要算得双嘉临门了。我们就没福气瞻仰瞻仰方太太呀！”  钱钟书《围城》 
(下線部訳：あなたはいつ頃結婚したのか？ 






  (4-23) L 告诉我，他们是在国外认识而订婚的，这浪漫史的背景，是美国东部一个大学生物
学的实验室里，他们因着同学，同行而同志，同情，最后认为终身同工，是友情的最美满的归
宿，于是就……  《关于女人》 
  (下線部訳：L によれば、ふたりは外国で知りあい結婚したということだ。ロマンスの背
景となったのは、アメリカ東部の大学の生物実験室だった。同級生で、専攻が同じ。志と感
情を共にし、ついに終生の協力者として認めあった。友情の最も美しい帰結だった。……） 






















大字报！  老舍《女店员》7 第三场 
  (下線部訳：彼はどのようにあなたを唆し惑わしたのか？ 
        彼はおどしを用いたり、唆したりした。） 


















或李家的黑子给他的。   老舍《抓药》 
(下線部訳：だれがあなたにあげたのか？ 





    乔绅 影秋给你？φ什么时候给你的？  
     吕以美 刚才，就在大门外不远的地方。 老舍《归去来兮》第四幕  
(下線部訳：いつ頃あなたにあげたのか？ 








本節では、先行形式である“(是) ……V 的 O”文とその照応形式の関係を考察する際に、




 (4-29) 赵旺 你想想啊，秀才有个傲性儿，一听这是咱们俩给他的，一定不要。  
      荷珠 那又怎么办呢？  
     赵旺 你去，你就说φ小姐送给他的，他一定会收下。  
     荷珠 可是小姐看不起他，不会送给他银钱啊。   老舍《荷珠配》第二场 
       （下線部訳：行け、あなたはたとえ、お嬢様が彼に贈ったとしても、彼はきっと受
け取る。 










吧，小鬼！两面旗上的血都一样的红！”小司号员不敢再说什么。 老舍《无名高地有了名 19》 
(下線部訳：私たちが先に赤旗を掲げたのだ。 
      一斉に掲げたのだ。 


























  （下線部訳：あなた達はいつ軍隊を出動させたのか？ 
        一昨日の夜に狼王が命令を下したのだ。）   [什么时候—前天夜里] 
 















 本章では、まず、杉村博文(1982b)で提唱された“先 le 后 de”理論(先 le 後ろ de)を参考
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に、“(是)……VO 的”文と“(是)……V 的 O”文とその先行形式の関係を考察した。“(是)





次に、“(是)……VO 的”文と“(是)……V 的 O”文とその照応形式の関係を考察した。











35。」“(是)……VO 的”文と“(是)……V 的 O”文は、事件原因解説型と情報焦点指定型のよ
うな特徴があると考えられる。 




“(是)……VO 的”文、“(是)……V 的 O”文における先行形式と照応形式の繋がりにおい
て、意味的な差異はあまり見られなかったが、先行形式と関わりが多いのは“(是)……V 的








36 原文：我们说“……V 的(O)”是“……V 了(O)”的承指形式，也就是等于说，在“……

























  “它就是高洋给的我。” 
  “嘁，”乔乔不屑地一摆手。“随你怎么说吧，你跟警察解释去。他们信就行。” 
  “刀不是高洋给的我——是我硬跟他要的。” 
  “别找刘炎了。”乔乔坐正瞧着我。“别找了，刘炎对你没用。你那七天不是和她在一起，
你在瞎费工夫。你要证明你那七天的去向，应该多从其它方面其它人身上想想。” 


























第四章では第三章と同じ現代北京語資料を対象として、“(是) ……VO 的”文、“(是) …










いた。そこで、“(是) ⋯⋯V 的 O”文の“是”が判断詞の“是”だとすれば、「換喩的概念」
を通して“是”の前の主語と目的語の“V 的 O”文は同一関係が成り立つ。そうすると、“V














用いられ、場所や方式に焦点が置かれる場合は、“(是) ⋯⋯V 的 O”文が用いられる傾向が見
られる。 
(2)述語動詞の音節について、元代の作品及び『元曲選』では、複音節動詞は“(是) ⋯⋯VO





が、単音節動詞は一定数“(是) ⋯⋯V 的 O”文にも現れる。以上をまとめると、複音節動詞の
場合は、通時代的に“(是) ⋯⋯VO 的”文を取ることが多いと言える。 
(3)述語動詞の音節数と目的語の音節数の共起関係について、元代では、「複音節動詞、単
音節目的語」の組み合わせは“(是) ⋯⋯VO 的”文、「単音節動詞、複音節目的語」の組み合




詞、単音節目的語」の組み合わせは“(是) ⋯⋯V 的 O”文を取る比率が相対的に高い。五四
運動以降になると、「単音節動詞、単音節目的語」及び「複音節動詞、複音節目的語」の組
み合わせは“(是) ⋯⋯VO 的”文での使用頻度が高かった。 
 (4)目的語の種類について、元代から明代までの人称代名詞の目的語は“(是) ⋯⋯VO 的”
文で用いられる傾向があり、一般名詞の目的語は“(是) ⋯⋯V 的 O”文で用いられる傾向が
ある。清代では、人称代名詞の目的語は“(是) ⋯⋯VO 的”文で用いられる傾向があるが、
一般名詞の目的語は、“(是) ⋯⋯VO 的”文と“(是) ⋯⋯V 的 O”文での使用頻度はほとんど
差が見られない。“(是) ⋯⋯V 的 O”文の“O”に人称代名詞が使われる初出例は清代であり、
現代語資料では用例数が増える。五四運動以降は、人称代名詞の目的語も一般名詞の目的語
も“(是) ⋯⋯VO 的”文で用いられやすい傾向が見られる。以上をまとめると、目的語が人




く、“(是) ⋯⋯V 的 O”文では、場所・方式が叙述の焦点になりやすい。一方、北京語の談話
資料の場合、“(是) ⋯⋯VO 的”文では、場所・機構が叙述の焦点になりやすく、“(是) ⋯⋯V
的 O”文では、状態・方式が叙述の焦点になりやすい。 








目的語」の組み合わせは“(是) ⋯⋯V 的 O”文を取る傾向が強い。北京語の談話資料では、
「単音節動詞、単音節目的語」と「複音節動詞、複音節目的語」の組み合わせは“(是) ⋯⋯VO
的”文を取り、「単音節動詞、複音節目的語」及び「複音節動詞、単音節目的語」の組合せ
は“(是) ⋯⋯V 的 O”文を取る比率が相対的に高い。 
(4) 北京語の口語作品において、人称代名詞は“(是) ⋯⋯VO 的”文、一般名詞は“(是) ⋯⋯V
的 O”文に現れる傾向が強い。これに対して、北京語の談話資料では、人称代名詞が目的語




対して、“结婚”は “(是) ……V 的 O”形式を使用する傾向があることがわかった。（以上
第三章） 
“(是)……VO 的”文、“(是) ⋯⋯V 的 O”文における先行形式(前文)と照応形式(後文)の繋
がりを考察するに当たって、まず、“(是)……VO 的”文と“(是)……V 的 O”文が照応形式
である場合、両形式とも先行形式の事件や事態から情報を与えられていることがわかった。
つまり、“(是)……VO 的”文も“(是)……V 的 O”文も先行形式の事件や事態から已然義を
受けているということになる。ここまでは、杉村博文(1982b)で提唱された“先 le 后 de”理
論を検証できた。次に、“(是)……VO 的”文と“(是)……V 的 O”文が先行形式である場合、
それぞれに含む“V O”は、照応形式にどういう時にどちらが出やすい、情報の差はないか




 “(是) ……VO 的”文と“(是) ……V 的 O”文は杉村(1999)で指摘した「事件原因解説型」
と「情報焦点指定型」に相当すると考えられる。つまり、“(是) ……VO 的”文は、新情報
により成立し、ある既存の事態についてそれをもたらす原因を説明するという特徴がある。
これに対して、“(是) ……V 的 O”文は、旧焦点情報を導入し、文を成立させるために存在
するという特徴がある。このような杉村(1999) の指摘をふまえて次のような予測を立てた。
即ち、“(是) ……VO 的”文は、先行形式から与えられた情報量が少なく、そのため、照応
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[元代] “(是)⋯⋯VO 的”27 例、“(是)⋯⋯V 的 O”文 23 例 
番
号 























































































































































第 4 本・ 






















































































第 40 出・ 
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第 2 折》 

































































第 4 出》 
 
[明代] “(是)⋯⋯VO 的”24 例、“(是)⋯⋯V 的 O”文 13 例 
番
号 
































































































































































































































































































































































































































[清代] “(是)⋯⋯VO 的”33 例、“(是)⋯⋯V 的 O”文 23 例 





















































































































































































































第 10 回 
20 尤氏道：“你是初三日在这里见他的，他强扎挣
了半天，也是因你们娘儿两个好的上头，他才






















































































































第 74 回 



























































































































































































第 21 回 
20 贾琏乜斜着眼道：“都是老太太惯的他，他才这
样，连我也骂起来了。”邢夫人气的夺下剑












第 48 回 
118 
 

















第 74 回 
 
[五四以後] “(是)⋯⋯VO 的”92 例、“(是)⋯⋯V 的 O”文 27 例 
番
号 































































































































































































































































































































































































42 从前和我们同住的 T，也是和 L 同年结婚的，他
们两家住的极近。T 太太也是一位极其温柔和蔼


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































[北京語口語作品(老舍・王朔)] “(是)⋯⋯VO 的”98 例、“(是)⋯⋯V 的 O”文 99 例 
番
号 

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































だ。      
一斉に掲げたの












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































[北京語談話資料(BJKY)] “(是)⋯⋯VO 的”75 例、“(是)⋯⋯V 的 O”文 61 例 
番
号 





























中/小学教师/A   
4 一共就解决三户儿。我φ七七年到这学
























































中/工人/A    
10 而且是你们自己搞的，不是谁包办你们


























































专/护士/B   
159 
 

























































中/小学教师/B   
22 这样，好多人劝我，就是才要老二的。
我老二φ准备当时去做流产的，表都填





























































































学/技师/D   
32 我，我儿，我，我自己呢，有两个女
儿，一个儿子。我大女儿是，北京机械













中/护士/D   




毕业的，北工业学院毕业的。   
京工業学院を卒
業したのだ。 











































专/小学教师/D   
40 从经济上来考虑说，是比较困难点儿，
爱人工资也不高，他是五八年参加工作































高中/售票员/D   
























































学/学生/D   
50 我是，我是北京铁五中，毕业的。嗯，











































































中/护士/E   
58 我是去年七月份调到这东四医院的，从
事呀，这个托幼集体工作，就是托儿所



























































































































专/干部/F   
 





































































学/工人/A   
3 到天津搭车到了北京。这是四九年，四
九年到的北京，这回家一来，哎哟，





























































































中/售货员/A   
167 
 










































中/街道干部/A    
18 他们房子也比较宽绰。他们那是分局的
分局的宿舍，给的宿舍。我上边儿还一



















































































































































































































































































































































































































高中/工人/F   
59 嗯，我就先说我是从什么时候儿上的班
儿吧。我是七八年九月二十号进的电车



























专/护士/F   
 
